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は
じ
め
に

　

人
間
文
化
研
究
機
構
の
、
日
本
関
連
在
外
資
料
調
査
研
究
事
業
の
一
環
と
し
て
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
に
委
託
さ
れ
た
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
米
国
大
学

所
蔵
日
本
関
連
資
料
の
再
活
用
に
よ
る
日
本
研
究
の
推
進
（
研
究
代
表
者
・
近
藤
成

一
氏
）
の
調
査
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
日
～
九
日
、
米
国
・
イ
ェ
ー
ル
大
学
）
に

同
行
し
た
。

　

こ
の
調
査
に
お
い
て
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
『
手
鑑
帖
』
所
収
の
、
極
札
「
源
俊

頼
朝
臣
ね
か
は
く
は
」
が
付
さ
れ
た
一
葉
（
口
絵
）
に
注
目
し
た
。（
以
下
、
本
稿

で
は
こ
の
一
葉
を
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
と
称
す
）

　

極
札
と
は
、
古
筆
鑑
定
の
際
に
書
く
短
冊
形
の
紙
片
で
あ
る
。「
古
筆
見
」
と
呼

ば
れ
た
古
筆
鑑
定
家
が
、
推
定
し
た
筆
者
と
書
き
出
し
の
和
歌
や
語
句
を
数
文
字
抄

出
し
、
鑑
定
者
の
極
印
を
捺
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
日
、
こ
の
極
札
に
記
さ
れ
た
推
定
筆
者
は
、
不
確
定
要
素
が
高
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
古
筆
が
書
写
さ
れ
た
年
代
と
推
定
筆
者
の
生
存
年
代
に
隔
た
り
が
あ
る

事
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
書
写
年
代
に
整
合
性
は
あ
っ
て
も
、
書
写
者
に
同
時
代

の
高
名
な
人
物
を
あ
て
る
な
ど
、
書
写
年
代
と
書
写
者
と
の
関
係
、
お
よ
び
双
方
と

も
に
疑
問
を
懐
か
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
多
い
。

　
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
に
付
さ
れ
た
極
札
の
推
定
筆
者
、
伝
・
源
俊
頼
筆
と

さ
れ
る
古
筆
に
、『
三
宝
絵
詞
』
を
書
写
し
た
「
東
大
寺
切
」
が
あ
る
。

　
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
は
、
唐
紙
の
料
紙
に
界
線
を
引
き
、
そ
の
枠
中
に
散

文
を
書
写
す
る
と
い
う
、
古
筆
切
で
は
多
く
見
ら
れ
な
い
形
式
で
あ
る
。
そ
の
特
徴

か
ら
、
お
そ
ら
く
極
札
が
示
す
推
定
筆
者
の
と
お
り
、
伝
・
源
俊
頼
筆
の
「
東
大
寺

切
」
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
現
地
に
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇

一
一
年
一
〇
月
七
日
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本
・
手
稿
図
書
館
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
は
「
東
大
寺
切
」
の
一
つ
で

あ
ろ
う
と
の
内
容
を
報
告
を
し
た
。

　

帰
国
後
、
先
行
研
究
の
調
査
に
よ
り
、
新
出
の
史
料
で
は
な
い（

（
（

こ
と
が
判
明
し
た

が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
一
葉
が
「
東
大
寺
切
」
の
一
つ
で
あ
る
と
判
断
し
た
経
緯
を

示
し
、
古
筆
の
同
定
に
関
す
る
考
察
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査

の
過
程
で
分
か
っ
た
事
実
か
ら
発
展
的
考
察
も
加
え
た
。

　

な
お
、「
東
大
寺
切
」
の
名
称
の
由
来
や
、
推
定
筆
者
・
源
俊
頼
の
人
物
像
、
お

よ
び
誰
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
主
旨
と
直
接
関
わ
り
が
無
い

た
め
割
愛
す
る
。

研
究
報
告イ

ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
『
手
鑑
帖
』
所
収
、
極
札
「
源
俊
頼
朝
臣
ね
か
は
く
は
」
の

一
葉
に
つ
い
て

和　
　

田　
　

幸　
　

大
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一　

イ
ェ
ー
ル
大
学
に
お
け
る
調
査
内
容

　
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
に
つ
い
て
、
調
査
の
結
果
と
特
徴
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

①
料
紙
の
寸
法

　

縦24.1

㎝
×
横15.4
㎝

　

②
行
数
・
文
字
数

　

文
字
が
書
写
さ
れ
た
行
は
七
行
。
一
行
に
つ
き
一
七
～
一
九
文
字
が
書
き
入
れ
ら

れ
て
い
る
。

　

③
界
線
に
つ
い
て

　

文
字
が
書
写
さ
れ
た
七
行
分
の
枠
線
は
、
縦20.7

㎝
×
横
上
辺12.9

㎝
、
下
辺

13.2

㎝
。
一
行
の
幅
は
、1.8

㎝
～1.95

㎝
。
薄
い
墨
色
で
引
か
れ
て
い
る
。
上
辺
お

よ
び
下
辺
の
界
線
が
、
右
側
の
本
紙
の
端
（
ノ
ド
）
ま
で
延
伸
し
て
い
る
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。

　

④
料
紙
に
つ
い
て

　

具
引
き
の
紙
に
雲
母
で
型
文
様
を
刷
り
出
し
た
唐
紙

（
（
（

で
あ
る
。
色
調
は
白
系
。
傷

み
が
は
げ
し
く
、
表
層
の
剥
落
が
進
み
、
地
の
紙
ま
で
見
え
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。

墨
線
は
、
唐
紙
の
表
面
の
胡
粉
・
雲
母
層
に
載
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
こ
の
よ
う

な
箇
所
で
は
文
字
が
読
み
に
く
い
。
特
に
左
下
部
の
剥
落
が
進
ん
で
い
た
。

　

⑤
文
字
の
線
に
つ
い
て

　

文
字
の
大
き
さ
に
対
し
筆
へ
の
含
墨
量
が
多
い
た
め
、
概
し
て
太
く
ぽ
っ
て
り
と

し
た
線
で
あ
る
。
特
に
墨
継
ぎ
箇
所
で
の
線
の
太
さ
は
顕
著
で
あ
る
。

　

⑥
文
字
の
連
綿
に
つ
い
て

　

二
字
・
三
字
連
綿
が
ほ
と
ん
ど
で
、
極
端
な
文
字
の
変
形
も
見
ら
れ
ず
比
較
的
読

み
や
す
い
。
四
字
連
綿
は
数
箇
所
の
み
で
あ
る
。

　

⑦
重
ね
書
き
お
よ
び
脱
字
の
書
入
れ
、
補
筆
等

　

書
写
時
の
書
き
誤
り
に
気
付
き
、
重
ね
書
き
を
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
三
箇

所
。
重
ね
書
き
後
に
、
読
み
や
す
い
よ
う
傍
に
正
字
を
書
き
添
え
た
の
が
一
箇
所
。

脱
字
付
近
に
小
字
を
書
き
添
え
た
の
が
一
箇
所
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
文
書
写
者
と
別

の
手
で
、
お
そ
ら
く
後
世
料
紙
表
面
が
剥
落
し
た
際
、
消
え
か
か
っ
た
書
線
に
補
筆

し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
数
箇
所
確
認
さ
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
三
行
目
下
部
に
特

に
明
ら
か
な
箇
所
が
あ
っ
た
。

　

⑧
本
文（

（
（

　

ね
か
は
く
は
大
王
我
ら
を
ひ
か
し
め
て
わ
か
こ

　

の
し
ぬ
ら
ん
と
こ
ろ
に
つ
か
は
せ
お
な
し
所
に
し

　

て
か
は
ね
と
な
ら
ん
と
い
ふ
王
ふ
か
く
か
な
し
ひ

　

て
ゝ
つ
か
ら
ふ
た
り
の
お
や
の
て
を
と
り
て
ひ

　

き
て
そ
の
と
こ
ろ
に
い
た
り
ぬ
ち
ゝ
は
こ
の
あ
し

　

を
い
た
き
は
ゝ
は
こ
の
か
し
ら
を
い
た
き
て
お
の
〳
〵

　

ひ
と
つ
の
て
を
も
ち
て
と
も
に
む
ね
の
や
を
ひ
く

二　
『
三
宝
絵
詞
』
に
つ
い
て

　
『
三
宝
絵
詞
』
は
、
源
為
憲
（
？
～
一
〇
一
一
）
が
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
十

一
月
に
、
尊
子
内
親
王
（
九
六
六
～
九
八
五
）
の
た
め
に
書
き
著
し
た
仏
教
入
門
書

で
あ
る
。

　

上
・
中
・
下
巻
か
ら
な
り
、
上
巻
は
六
波
羅
蜜
の
教
え
や
釈
迦
の
本
生
譚
（
前
世

に
お
け
る
修
行
を
説
く
も
の
）
を
、
中
巻
は
聖
徳
太
子
・
大
和
国
女
人
ら
十
八
人
の

僧
俗
の
徳
行
や
逸
話
を
列
挙
し
、
下
巻
で
は
月
々
に
行
わ
れ
る
各
種
法
会
の
起
原
・

作
法
を
叙
述
し
、
寺
院
の
縁
起
・
僧
侶
の
伝
記
を
説
く
。
上
巻
は
仏
法
、
中
巻
は
法

宝
、
下
巻
は
僧
法
、
合
わ
せ
て
三
宝
と
い
う
。

　

序
や
注
記
か
ら
、
成
立
当
初
は
「
絵
」
と
「
詞
」
が
存
在
し
た
と
考
え
れ
る
が
、

「
絵
」
は
伝
存
せ
ず
「
絵
」
と
「
詞
」
の
関
係
（
形
式
）
は
不
明
で
あ
る
。
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「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
の
本
文
は
、
漢
字
を
数
文
字
使
用
し
た
だ
け
で
仮
名

主
体
の
表
記
で
あ
る
が
、
次
に
示
す
『
三
宝
絵
詞
』
上
巻
（
第
十
三
、
施
無

（
（
（

）
の
棒

線
部
（
筆
者
に
よ
る
）
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、『
三
宝
絵
詞
』
を
書
写
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。

…
「
一
人
の
子
す
で
に
死
に
け
り
。
今
は
誰
を
か
た
の
ま
む
。
定
め
て
か
な
ら
ず
死

な
む
。
願
は
く
は
大
王
わ
れ
を
引
か
し
め
て
、
わ
が
子
の
死
ぬ
る
所
に
遣
は
せ
。
同

じ
所
に
し
て
尸か

ば
ねと

な
ら
む
」
と
云
ふ
に
、
王
深
く
悲
し
び
て
手
づ
か
ら
二
人
の
親
の

手
を
取
り
て
引
き
て
、
そ
の
所
に
率ゐ

て
至
り
ぬ
。
父
は
子
の
足
を
懐
き
、
母
は
頭
を

懐
き
て
、
お
の
お
の
一
つ
の
手
を
も
ち
て
と
も
に
胸
の
箭や

を
ひ
く
。
母
ま
た
舌
を
も

ち
て
、
…

　
『
三
宝
絵
詞
』
に
は
、
次
の
三
種
の
伝
本
が
知
ら
れ
る（

（
（

。

　
　
【
Ⅰ
】「
前
田
家
本
」（
前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

　
　
【
Ⅱ
】「
東
寺
観
智
院
本
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

　
　
【
Ⅲ
】「
東
大
寺
切
」（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
ほ
か
諸
所
に
分
蔵
）

　
【
Ⅰ
】
は
、
祖
本
（
醍
醐
寺
旧
蔵
、
現
在
所
在
不
明
）
か
ら
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）

に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
難
読
な
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
【
Ⅱ
】
は
、
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
の
奥
書
を
持
ち
、
漢
字
に
片
仮
名
を
交
え

た
文
体
で
読
み
易
い
。
ほ
ぼ
完
本
に
近
い
形
で
残
っ
て
い
る
。

　
【
Ⅲ
】
は
、『
三
宝
絵
詞
』
成
立
当
初
の
姿
に
近
い
と
さ
れ（

（
（

、
も
と
は
粘
葉
本
の
形

態
で
製
本
さ
れ
た（

（
（

。
源
俊
頼
の
書
写
と
伝
え
ら
れ
、
仮
名
に
漢
字
を
交
え
た
優
美
な

筆
跡
で
あ
る
。
古
筆
愛
好
の
風
潮
が
昂
ま
る
に
つ
れ
分
断
さ
れ
、
多
く
が
散
佚
し
て

い
る
。
名
古
屋
市
の
関
戸
家
に
、
中
巻
の
大
部
分
と
下
巻
の
一
部
を
残
す
零
本
一
冊

（
全
八
十
六
丁
、
綴
葉
装
）
が
伝
わ
り
、
現
在
、
名
古
屋
市
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ

て
い
る
（
以
下
、
こ
の
零
本
一
冊
を
「
名
博
本
」
と
称
す
）。
こ
の
「
名
博
本
」
の

末
尾
に
は
、
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
）
の
奥
書
が
あ
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
も
と
の
装
丁
（
粘
葉
本
）
か
ら
解
体
の
の
ち
仕
立
て
直
さ
れ
、
広
義
に
は

「
名
博
本
」
も
「
東
大
寺
切
」
の
一
つ
と
解
釈
で
き
る
が
、
便
宜
上
こ
れ
よ
り
本
稿

で
は
、「
名
博
本
」
と
別
に
存
在
す
る
断
簡
を
「
東
大
寺
切
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

「
東
大
寺
切
」
は
、
諸
家
・
諸
美
術
館
等
に
点
在
し
て
お
り
、
一
〇
〇
葉
を
超
え
る

切
が
確
認
さ
れ
て
い
る（

（
（

が
、
原
本
を
復
元
で
き
る
ま
で
の
分
量
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。
な
お
、
も
と
一
つ
の
本
で
あ
っ
た
こ
の
「
東
大
寺
切
」
お
よ
び
「
名
博
本
」

全
体
を
指
す
特
定
の
名
称
は
な
い
。

　

神
崎
充
晴
氏
は
、
こ
の
【
Ⅲ
】
に
つ
い
て
、「
書
写
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
数
少

な
い
古
筆
と
し
て
、
と
く
に
わ
が
国
書
道
史
上
、
基
準
と
な
る
べ
き
一
等
資
料
と
し

て
、
そ
の
価
値
は
は
か
り
知
れ
な
い
。」「
と
も
あ
れ
「
東
大
寺
切
」
の
存
在
は
、
書

道
史
、
国
文
学
史
、
国
語
学
史
、
文
化
史
、
仏
教
史
の
各
分
野
に
大
き
な
意
義
を
持

つ
も
の
で
あ
る（

（1
（

。」
と
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

三　
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
と
「
東
大
寺
切
」
の
比
較

　
「
東
大
寺
切
」
の
も
と
の
形
態
は
、
粘
葉
本
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
て
い
る
。
料
紙

を
縦
二
つ
折
り
に
し
て
積
み
重
ね
、
一
紙
ず
つ
折
り
目
近
く
を
糊
で
貼
り
合
せ
る
製

本
で
あ
る
。

　

今
日
確
認
さ
れ
て
い
る
「
東
大
寺
切
」
は
、
図
1
・
2
・
3
の
よ
う
に
、
界
線
が

引
か
れ
、
そ
の
中
に
本
文
が
七
行
書
写
さ
れ
た
も
の
が
多
く
を
占
め
る
。
図
4
の
よ

う
に
、
界
線
の
上
辺
・
下
辺
が
、
左
右
ど
ち
ら
か
片
側
の
ノ
ド
ま
で
延
伸
し
、
未
書

写
の
半
行
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
図
5
の
よ
う
に
、
半
折
前
の
一
紙
面
で
十
五
行
に

な
る
よ
う
界
線
で
区
切
り
、
中
央
に
あ
た
る
第
八
行
目
は
粘
葉
本
の
折
り
目
ま
た
は

糊
代
と
な
る
た
め
書
写
し
な
か
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
今
日
確
認
さ
れ
た

「
東
大
寺
切
」
の
多
く
が
七
行
に
書
写
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
粘
葉
本
の
背
に

あ
た
る
付
近
で
後
世
裁
断
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
東
大
寺
切
」
の
料
紙
は
、
三
種
の
型
文
様（

（1
（

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
白
の

具
引
き
を
施
し
、
❶
花
菱
唐
草
文

（
（1
（

（
図
1
）　

❷
亀
甲
文（
図
2
）　

❸
七
宝
文（
図
3
）
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個人蔵
（『日本名跡叢刊91』（1985年／二玄社）27頁より転載）

図
1　
「
東
大
寺
切
」（
料
紙
文
様
：
花
菱
唐
草
文
）

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第24号　2014年３月 40（　 ）

（『日本名跡叢刊91』（1985年／二玄社）
31頁より転載）

根津美術館蔵

部分拡大（亀甲文）

図
2　
「
東
大
寺
切
」（
料
紙
文
様
：
亀
甲
文
）

（『日本名跡叢刊91』（1985年／二玄社）
34頁より転載）

根津美術館蔵

部分拡大（七宝文）

図
3　
「
東
大
寺
切
」（
料
紙
文
様
：
七
宝
文
）
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を
雲
母
刷
り
し
た
和
製
唐
紙

（
（1
（

で
あ
る
。「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」（
口
絵
）
も
❶
と

同
様
の
料
紙
で
あ
り
、
型
文
様
は
花
菱
唐
草
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

重
ね
書
き
お
よ
び
脱
字
の
書
入
れ
等
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
も
指
摘

さ
れ
、「
東
大
寺
切
」
に
お
い
て
も
同
様
に
多
数
確
認
が
で
き
た（

（1
（

。

　

次
に
、
筆
跡
の
点
で
、
特
徴
的
で
類
似
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
比
較
検
討
を
試

み
る
こ
と
に
す
る
。
図
6
〜
12
は
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
お
よ
び
「
東
大
寺
切
」

図
1
〜
3
ま
で
の
、
該
当
す
る
文
字
を
切
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

図
6
「
我
」
で
は
、
五
画
目
の
斜
線
が
、
二
画
目
と
交
差
せ
ず
、
四
画
目
に
近
い

位
置
で
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
漢
字
の
「
我
」
は
比
較
的
使
用
頻
度
が
高
く
、
掲

載
図
版
以
外
の
「
東
大
寺
切
」
に
お
い
て
も
こ
の
特
徴
は
よ
く
見
ら
れ
る
。

　

図
7
は
、「
つ（
徒
）」「
か（
可
）」の
二
文
字
の
組
合
わ
せ
の
例
で
あ
る
が
、「
つ
」
の

最
終
画
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
最
終
画
は
湾
曲
さ
せ
右
下
方
向
に
延
ば
す
こ
と
が
多
い

図2　左下部の拡大

口絵　右上部の拡大

図
4　

界
線
（
上
辺
・
下
辺
）
の
延
伸

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

製本時の折り目（中心）

図
5

「つ　か」

イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切

図
2

図
7 「我」

イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切

図
1

図
6
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が
、
こ
こ
で
は
終
筆
を
ゆ
る
や
か
且
つ
あ
い
ま
い
に
し
、
次
の
文
字
「
か
」
へ
続
く

よ
う
意
識
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
左
下
方
向
へ
は
た
ら
く
運
筆
の
リ
ズ
ム

が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
書
写
者
の
個
性
が
あ
ら
わ
れ
た
箇
所
と
認
め
ら
れ
る
。

　
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
と
「
東
大
寺
切
」
で
は
、
同
じ
字
母
を
持
つ
仮
名
で
も
、

平
仮
名
と
草
仮
名
を
同
時
に
表
記
し
て
い
る（

（1
（

の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
図
8
は
、
各
切

に
書
写
さ
れ
た
全
て
の
「
の
」
の
文
字
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
の
」
の
字
母

は
「
乃
」
で
あ
る
が
、
同
じ
字
母
を
持
つ
仮
名
で
も
、
そ
の
中
間
の
書
き
方
は
見
あ

た
ら
ず
、
意
識
的
に
二
種
類
の
書
き
分
け
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
率
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
、
何
か
し
ら
の
視
覚
的
効
果
を

考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る（

（1
（

。
同
様
に
図
9
は
、「
に
（
尓
）」
の
文
字

で
あ
る
。
総
じ
て
草
仮
名
で
は
、
連
綿
せ
ず
単
体
で
書
い

て
い
る
の
に
対
し
、
終
筆
を
小
さ
く
回
転
さ
せ
よ
り
省
略

化
さ
せ
た
書
き
ぶ
り
で
は
、
そ
の
多
く
が
前
後
の
文
字
と

連
綿
し
て
い
る
。
文
字
を
続
け
書
き
す
る
意
識
が
省
略
を

生
ん
だ
と
判
断
で
き
る
例
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
章
で
、
料
紙
表
面
が
剥
落
し
た
状
態
で
補
筆
を
し

た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
と
述
べ
た
。
図
10
の
「
く
か

な
し
」
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
補
筆
は
、「
く
」

か
ら
「
な
（
那
）」
へ
そ
の
ま
ま
一
本
の
線
で
連
綿
し
た

よ
う
に
見
え
、「
く
か
な
し
」
と
は
読
め
な
い
。
そ
の
ま

ま
「
く
な
し
」
と
読
ん
だ
と
し
て
も
「
く
」
と
「
な
」
の

字
間
が
空
き
す
ぎ
、
筆
跡
上
違
和
感
が
あ
る
。
た
だ
、
本

文
の
上
で
は
他
の
伝
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
ど
う
し

て
も
「
く
か
な
し
」
と
読
む
の
が
自
然
な
箇
所
で
あ
る
。

　

こ
の
連
綿
が
あ
る
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
と
本
文

の
上
で
非
常
に
近
い
図
3
（
後
述
表
2
の
、
切
C
に
該
当
）

に
、
同
じ
く
「
か
」
と
「
な
」
の
連
綿
を
も
つ
箇
所
が
あ
っ
た
。
図
10
「
と
か
な
か

り
つ
」
が
そ
う
で
あ
る
。「
か
（
可
）」
前
後
の
線
を
見
る
と
、
線
は
太
い
が
下
に
延

び
る
単
な
る
長
い
連
綿
線
に
見
え
な
く
も
な
い
。「
か
（
可
）」
の
文
字
が
非
常
に
コ

ン
パ
ク
ト
に
書
か
れ
た
為
で
あ
る
。
第
一
章
で
も
触
れ
た
が
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所

蔵
切
」
は
全
体
的
に
墨
量
が
多
く
、
た
っ
ぷ
り
と
し
た
太
い
線
で
あ
る
こ
と
も
考
慮

す
る
と
、
こ
の
箇
所
の
補
筆
は
、
細
い
線
で
且
つ
稚
拙
で
は
あ
る
が
、
も
と
の
書
き

振
り
か
ら
大
き
く
外
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ

の
箇
所
を
、
筆
者
は
「
く
か
な
し
」
と
読
め
る
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
。

　

書
線
に
つ
い
て
、
文
字
を
単
な
る
線
の
集
合
体
と
い
う
観
点
で
線
を
分
解
し
て
み

た
時
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
で
は
縦
線
の
角
度
が
、
右
側
に
倒
れ
た
も
の
が

イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切

図
1

図
2

図
3

図
8
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多
く
、
垂
直
ぎ
み
の
線
は
比
較
的
少
な
い
。
ま
た
、
横
線
や
文
字
の
傾
き
も
や
や
右

上
が
り
を
強
く
感
じ
る
た
め
、
文
字
が
傾
い
て
見
え
る
。
図
11
で
は
、
そ
の
特
徴
が

分
か
り
や
す
い
よ
う
、
界
線
も
含
め
て
切
り
出
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
図
12
の
各
「
東

大
寺
切
」
で
も
同
様
で
あ
る
。
線
の
指
向
性
は
、
書
写
者
の
運
筆
の
勢
い
や
書
写
態

勢
に
よ
り
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
総
じ
て
図
13
の
傾
向
が
強
く
、
筆
尾
が
右
向
こ
う

に
倒
れ
ぎ
み
の
執
筆
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
を
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
書
線
」
の
太
さ
に
注
目
し
て
み
た
い
。「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」（
口

絵
）
と
図
3
は
、
線
が
太
く
、
連
綿
以
外
の
箇
所
は
筆
意
が
途
切
れ
が
ち
に
見
え
る

の
に
対
し
、
図
1
は
、
筆
先
が
利
い
た
細
い
し
な
や
か
な
線
が
多
く
見
う
け
ら
れ
る
。

書
写
さ
れ
た
こ
の
料
紙
は
胡
粉
や
雲
母
が
引
か
れ
、
そ
の
粒
子
に
よ
り
素
紙
や
染
紙

に
比
較
す
る
と
、
運
筆
に
抵
抗
の
あ
る
筆
触
と
な
る
。
極
端
な
表
現
を
す
れ
ば
、
目

の
細
か
い
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
の
上
に
文
字
を
書
く
抵
抗
に
近
い
。
そ
の
た
め
、
獣
毛

で
作
ら
れ
た
毛
筆
は
、
素
紙
や
染
紙
よ
り
も
筆
先
の
擦
り

切
れ
が
早
く
な
る
。
筆
先
が
擦
り
切
れ
た
筆
は
細
い
線
が

書
き
に
く
く
な
り
、「
書
線
」
が
割
れ
な
い
よ
う
、
筆
先

を
で
き
る
だ
け
利
か
し
て
書
写
す
る
た
め
、
必
然
と
筆
へ

墨
を
多
く
含
ま
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

お
そ
ら
く
図
1
は
、
筆
を
使
い
始
め
て
比
較
的
新
し
い

状
態
で
書
写
さ
れ
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
お
よ
び

そ
の
本
文
の
上
で
近
い
図
3
は
、
擦
り
切
れ
が
進
ん
だ
同

じ
筆
に
よ
り
、
含
墨
量
の
多
い
状
態
で
書
写
さ
れ
た
と
見

て
よ
い
だ
ろ
う（

（1
（

。

　

以
上
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
と
「
東
大
寺
切
」

と
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
が
、
類
似
点
が
多
く
、
矛
盾
も

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」

は
「
東
大
寺
切
」
の
一
つ
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
比
較
に
よ
り
、
製
本
前
の
料
紙
、
書
写
者
の
運
筆
や
使
用
文
字
の
個
性
、

連
綿
の
し
方
か
ら
の
本
文
の
読
み
、
筆
記
具
の
状
態
な
ど
の
推
測
も
で
き
た
の
で
あ

る
。

四　
「
名
博
本
」
の
料
紙
か
ら
、
元
の
粘
葉
本
を
考
え
る

　

粘
葉
本
に
お
い
て
、
二
つ
折
り
し
た
料
紙
の
見
開
き
部
分
に
の・
み・
書
写
す
る
こ
と

を
、
内
面
書
写
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
糊
代
の
あ
る
頁
（
折
り
目
外
側
）
は
空
白
の

ま
ま
と
な
り
、
写
本
と
す
れ
ば
紙
面
に
余
裕
が
あ
る
贅
沢
な
本
と
な
る
。「
東
大
寺

切
」
と
「
名
博
本
」
が
製
本
さ
れ
た
当
初
の
粘
葉
本
は
、
内
面
書
写
だ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
折
り
目
外
側
に
ま
で
書
写
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

こ
こ
で
粘
葉
本
が
ど
の
よ
う
な
冊
子
本
で
あ
る
か
、
今
一
度
確
認
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
。

イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切

図
1

図
2

図
3

図
9
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粘
葉
本
は
図
14
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
一
枚
の
料
紙
を
二
つ
折
り
に
す
る
事
か

ら
、
丁
が
二
丁
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
折
り
目
内
側
の
頁
は
図
5
の
よ
う
に
、
一
枚

の
料
紙
全
面
を
見
開
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
折
り
目
外
側
の
見
開
き
は
糊
代
の
分
だ

け
紙
面
が
狭
く
な
る
。

　

保
安
元
年
に
書
写
さ
れ
た
『
三
宝
絵
詞
』
に
お
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
紙
数
を
も
つ

「
名
博
本
」
で
は
、
次
に
あ
げ
る
論
考
に
お
い
て
詳
細
な
研
究
報
告
が
さ
れ
、
今
回

筆
者
は
、
製
本
当
初
の
姿
を
知
る
上
で
大
き
な
益
を
受
け
た
。

●
山
本
裕
子
・
神
山
浩
「『
三
宝
絵
』（
保
安
元
年
書
写
本
）
の
書
誌
と
用
字
・
書
体

に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
十
巻　

昭
和
六
十
二
年
）

●
『
名
古
屋
市
博
物
館
蔵　

三
宝
絵
』〈
写
真
版
〉〈
解
説
・
翻
刻
版
〉

（
平
成
元
年
、
名
古
屋
市
博
物
館
）

　

前
者
の
論
考
に
お
い
て
山
本
裕
子
氏
は
、「
名
博
本
」
本
文
の
連
続
す
る
部
分
で
、

製
本
当
初
の
粘
葉
本
に
お
け
る
、
料
紙
の
並
び
を
復
元
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
名
博
本
」
の
本・
文・
料
紙
の
型
文
様
の
組
合
せ
は
、
次
の
二
種
に
限
定
で
き
る
と
い
う
。

　

①�

花
菱
唐
草
文
と
亀
甲
文
が
表
裏
を
な
す
も
の

　

②�

花
菱
唐
草
文
と
七
宝
文
が
表
裏
を
な
す
も
の

　

こ
れ
は
、
製
本
時
に
料
紙
を
二
つ
折
り
す
る
前
の
、
つ
ま
り
料
紙
一
枚
で

4

4

4

4

4

、
①
と

②
の
原
則
を
指
し
て
い
る
。
分
か
り
や
す
く
図
示
す
る
と
、
一
枚
の
料
紙
を
二
つ
折

図3 イェール大学所蔵切

と　

か　

な　

か　

り　

つ

く　

か　

な　

し

図
10

イェール大学所蔵切

そ　

の　

と　

こ　

ろ　

に

お　

な　

し　

所　

に　

し

に　

つ　

か　

は　

せ

図
11
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り
に
し
下
側
面
か
ら
見
た
場
合
、
図
15
の
よ
う
に
、
料
紙
文
様
は
a
＝
d
・
b
＝
c

の
配
列
が
成
り
立
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
製
本
当
初
の
粘
葉
本
は
、
本
文
が
折
面
外
側
に
も
、
す
な
わ
ち
表

裏
両
面
に
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
型
文
様
の
組
合
せ
①
と
②
を

図
15
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
料
紙
の
表
裏
お
よ
び
型
文
様
の
組
み
合
わ
せ
は
、
表

1
と
な
り
、「
名
博
本
」
に
お
け
る
粘
葉
本
へ
の
復
元
に
は
四
通
り
の
料
紙
の
使
い

方
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
安
田
尚
道
氏
は
、「
現
存
す
る
断
簡

の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
一
枚
の
料
紙
を
表
の

面
と
裏
の
面
の
二
枚
に
引
き
は
が
し
た
上
で
、

表
装
し
て
掛
軸
に
仕
立
て
た
り
手
鑑
に
貼
り
込

ん
だ
り
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
、「
東
大
寺
切
」
は
「
相
剥
ぎ
」
さ
れ
、

表
裏
で
二
面
に
分
割
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
古
筆
切
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、「
相
剥
ぎ
」
説
は
宜
な
る
か
な
と
思

わ
れ
、
ま
た
そ
れ
を
可
能
と
す
る
和
製
唐
紙
で

あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
こ
の
論
に
は
強
く

首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
糊
で
貼
り
合
わ
せ
た
頁
の
見
開

き
は
図
16
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
今
日
確
認
さ

れ
て
い
る
、
多
く
の
七
行
に
書
写
さ
れ
た
「
東
大
寺
切
」
は
、
料
紙
一
枚
の
1
／
4

面
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

図
12図3 図2 図1

た　

て　

ま　

つ　

り　

ぬ　

る　

そ

わ　

れ　

ま　

つ　

し　

た　

れ

は　

な　

れ　

さ　

り

図
13　

線
の
指
向
性

縦　線 横　線② ① 型
文
様
の

種
類

表
1

4 3 2 1

七
宝
文

花
菱
唐
草
文

亀
甲
文

花
菱
唐
草
文

ａ

折
目
外
側

七
宝
文

花
菱
唐
草
文

亀
甲
文

花
菱
唐
草
文

ｄ

花
菱
唐
草
文

七
宝
文

花
菱
唐
草
文

亀
甲
文

ｂ

折
目
内
側花

菱
唐
草
文

七
宝
文

花
菱
唐
草
文

亀
甲
文

ｃ
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五　
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
が
書
写
さ
れ
た
料
紙
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
は
、
製
本
当
初
の
粘
葉
本
で
は
、
ど
の

「
切
」
と
組
ん
で
一
枚
の
料
紙
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
折
目
の
内
側
と
外

側
ど
ち
ら
に
書
写
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
と
本
文
の
上
で
前
後
す
る
「
東
大
寺
切
」
が
今
日
確

認
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
三
種
の
伝
本
に
よ
る
本
文
の
対
比
を
、「
東
大
寺
切
」
を

中
心
に
作
成
し
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。
本
文
は
、『
三
宝
絵
詞
』
上
巻
（
第
十
三
、

施
無
）
の
一
場
面
に
該
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
右
か
ら
順
に
連
続
し
て
い
る
。

　

表
中
「
東
大
寺
切
」
の
散
佚
部
分
は
未
発
見
の
た
め
、
記
述
が
不
明
で
あ
る
。
こ

の
散
佚
部
分
に
該
当
す
る
「
東
寺
観
智
院
本
」「
前
田
家
本
」
本
文
は
、
切
C
・
E

に
挟
ま
れ
た
部
分
を
書
き
入
れ
た
。
切
A
〜
F
ま
で
の
両
伝
本
と
「
東
大
寺
切
」
と

の
文
章
量
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
散
佚
部
分
は
お
そ
ら
く
他
の
「
切
」
と
同
様
、
七

行
で
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は

こ
の
散
逸
部
分
を
「
切
D
」
と
す
る
。

　

書
籍
の
紙
数
を
数
え
る
「
丁
」
と
い
う
語
を
用
い
れ
ば
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵

切
（
切
E
）」
は
当
初
の
粘
葉
本
に
お
い
て
第
何
丁
で
あ
っ
た
か
不
明
だ
が
、
延
伸

し
て
い
る
横
界
線
を
見
れ
ば
、
丁
の
「
表
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
図
15
で

言
え
ば
、
丁
の
「
表
」
は
、
ａ
も
し
く
は
ｃ
の
面
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
二
枚
の
料
紙

を
用
い
、
隣
接
す
る
切
と
の
位
置
関
係
を
図
に
あ
ら
わ
す
と
、
図
17
の
よ
う
に
二
つ

図
14　

粘
葉
本
の
製
本糊代

糊代

bc

ad

図
15　

料
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、
下
側
面
か
ら
見
た
図

糊代

1122334455667799101011111212131314141515

図
16　

糊
で
貼
り
合
わ
せ
た
頁
の
見
開
き
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B（七宝文）

Ｃ（
七
宝
文
）

Ｅ（
花
菱
唐
草
文
）

Ｆ（
七
宝
文
）

Ｄ

A（花菱唐草文）

〈仮定１〉

F（七宝文）

Ｃ（
七
宝
文
）

Ａ（
花
菱
唐
草
文
）

Ｂ（
七
宝
文
）

Ｄ

E（花菱唐草文）

〈仮定２〉

図
17　

隣
接
す
る
切
の
位
置
関
係
（
下
側
面
か
ら
見
た
図
）

日本学士院蔵

図
18　
「
東
大
寺
切
」（
切
B
）

図
19　
「
東
大
寺
切
」

左上部を部分拡大

（『日本名跡叢刊91』（1985年／二玄社）
33頁より転載）

個人蔵
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表
2　
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
と
そ
の
前
後
に
該
当
す
る
「
東
大
寺
切
」

切

本稿における図版

所　蔵

　　　　文　様　� ※1

折り目部分の糊の痕跡
� ※2

本　
　
　
　

文

※
3

東　
　

大　
　

寺　
　

切

※
4

東
大
寺
切
に
対
応
す
る
箇
所

東
寺
観
智
院
本

前　

田　

家　

本

A

出光美術館

花菱唐草文

く
ひ
い
つ
み
を
の
む
さ
ら
に
と
も
し
き
こ
と
な
く

又
く
る
し
き
こ
と
な
し
こ
の
山
の
く
た
も
の
き
こ

し
め
さ
せ
ん
我
こ
い
つ
み
を
く
み
に
ま
か
り
ぬ
い
ま

は
か
へ
り
き
ぬ
ら
ん
と
ま
う
す
王
た
へ
す
し
て

な
み
た
を
な
か
し
て
の
た
□（

ま
）は

く
我

お
や
の
こ
を
ま
つ
を
み
る
に
心
い
た
き
こ
と
さ
く

か
こ
と
し
わ
れ
山
に
い
り
て
し
を
い
つ
る
に
あ
や

食
ヒ
泉
ヲ
飲
ム
更
ニ
乏
シ
キ
所
无
ク
苦
シ

キ
事
无
シ
此
ノ
山
ノ
菓
子
ミ
聞
食
サ
ム
我

子
水
ヲ
汲
ニ
末
加
リ
ヌ
今
ハ
返
リ
来
リ
ヌ

ラ
ム
ト
申
ス
王
不
堪
シ
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
宣

ク
吾
レ
親
乃
子
ヲ
待
ヲ
見
ル
ニ
痛
キ
事
如

割
シ
吾
レ
山
ニ
入
テ
鹿
ヲ
射
ツ
ル
ニ

（
誤
）

食
菓
飲
泉
更
无
不
足
又
无
苦
此
山
菓
令
食

吾
子
汲
水
罷
今
歸
来
申
王
不
堪
流
涙
云
吾

祖
待
子
痛
如
割
吾
入
山
射
鹿
（
誤
）

B

図18

日本学士院

七　宝　文

有

ま
り
て
な
む
ち
か
こ
に
あ
た
り
ぬ
そ
の
こ
と
の
か
な

し
き
ニ

よ
り
て
こ
と
さ
ら
に
き
た
り
つ
る
な
り
い
ま
は

た
ゝ
我
を
た
の
め
こ
に
か
は
り
て
あ
ひ
や
し
な
は

む
と
の
た
ま
へ
は
ち
ゝ
は
ゝ
こ
れ
を
き
ゝ
て
身
を

な
け
て
た
ふ
れ
ま
ろ
ふ
こ
と
お
ほ
き
な
る
山
の

く
つ
る
ゝ
か
こ
と
し
王
て
つ
か
ら
た
す
け
お
こ
し

た
ま
ふ
な
き
か
な
し
ひ
て
ま
う
す
わ
か
こ
は

（
誤
）
テ
汝
カ
子
ニ
當
ヌ
其
ノ
事
ノ
悲
シ

キ
ニ
依
テ
故
ラ
ニ
来
ツ
ル
也
今
ハ
只
吾
ヲ

馮
メ
子
ニ
替
テ
養
ハ
ム
ト
宣
ヘ
ハ
父
母
此

ヲ
聞
テ
身
ヲ
投
テ
倒
フ
レ
丸
フ
事
大
ナ
ル

山
ノ
如
頽
シ
王
手
カ
ラ
助
ケ
起
シ
給
フ
泣

キ
悲
テ
申
ス
吾
カ
子
ハ

（
誤
）
中
汝
子
其
事
、
悲
依
来
也
今
只
馮

我
代
汝
子
養
言
給
父
母
聞
此
投
身
倒
轉
如

山
頽
王
自
手
扶
起
泣
悲
申
我
子

C

図3

根津美術館

七　宝　文

不明
（ノド部分切断による）

つ
ゝ
し
み
ふ
か
く
し
て
わ
か
た
め
に
と
か
な
か
り
つ

け
ふ
王
の
御
た
め
に
い
か
な
る
あ
や
ま
ち
な
し
て

こ
ろ
さ
れ
た
て
ま
つ
り
ぬ
る
そ
お
ほ
い
な
る
か

せ
ふ
き
山
の
と
り
か
な
し
ひ
な
き
つ
る
に
我

こ
の
山
に
き
た
り
て
廿
よ
ね
を
へ
ぬ
る
に
い
ま
た
か

ゝ
る
なあ

や
し
ひ

ん
あ
ら
さ
り
つ
れ
は
わ
か
こ
の
た
に
ゝ
ゆ

き
ぬ
る
い
か
な
る
こ
と
か
あ
ら
ん
と
う
た
か
ひ
な
け
き

慎
ミ
深
シ
テ
我
カ
爲
ニ
咎
カ
无
リ
ツ
今
日

王
ノ
御
爲
ニ
何
ナ
ル
誤
ヲ
成
シ
テ
被
殺
奉

リ
ヌ
ル
ソ
大
ナ
ル
風
俄
ニ
吹
キ
山
ノ
鳥
ノ

泣
キ
悲
ヒ
ツ
ル
ニ
我
レ
此
ノ
山
ニ
来
テ
廿

余
年
ヲ
經
ヌ
ル
ニ
加
久
阿
良
サ
リ
ツ
レ
ハ

我
カ
子
ノ
谷
ニ
行
キ
ヌ
ル
若
シ
何
ナ
ル
事

カ
有
ラ
ム
ト
疑
ヒ
悲
ヒ

慎
深
爲
吾
无
咎
今
日
爲
王
成
何
失
被
殺
申

于
時
大
風
俄
吹
山
鳥
悲
泣
我
等
来
此
歴
廿二

十

餘
年
未
有
如
此
之
恠
我
子
行
咎
若
有
何
事

疑
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D

散　

佚　

部　

分

ツ
ル
ニ
已
ニ
空
シ
ク
去
ニ
ケ
リ
幾
ハ
ク
ノ

時
ヲ
カ
經
ヌ
ル
死
ヌ
ル
カ
未
タ
不
死
ヌ
カ

ト
申
セ
ハ
王
具
サ
ニ
子
ノ
云
ツ
ル
事
ヲ
傳

ヘ
テ
加
久
云
テ
ナ
ム
死
ヌ
ル
ト
宣
マ
フ
祖

此
ヲ
聞
ニ
弥
ヨ
迷
テ
申
サ
ク
一
人
ノ
子
已

ニ
死
ケ
リ
今
ハ
誰
ヲ
カ
憑
マ
ム
定
テ
必
ス

死
ム

已
不
虛
歴
幾
時
死
欤
申
王
具
子
言
辞
傳
如

此
云
死
言
祖
聞
此
弥
迷
申
一
子
已
死
今
馮

誰
定
將
死

E
（イェール大学所蔵切）

口絵

イェール大学

花菱唐草文

無

ね
か
は
く
は
大
王
我
ら
を
ひ
か
し
め
て
わ
か
こ

の
し
ぬ
ら
ん
と
こ
ろ
に
つ
か
は
せ
お
な
し
所
に
し

て
か
は
ね
と
な
ら
ん
と
い
ふ
王
ふ
か
く
か
な
し
ひ

て
ゝ
つ
か
ら
ふ
た
り
の
お
や
の
て
を
と
り
て
ひ

き
て
そ
の
と
こ
ろ
に
い
た
り
ぬ
ち
ゝ
は
こ
の
あ
し

を
い
た
き
は
ゝ
は
こ
の
か
し
ら
を
い
た
き
て
お
の
〳
〵

ひ
と
つ
の
て
を
も
ち
て
と
も
に
む
ね
の
や
を
ひ
く

願
ハ
大
王
我
ヲ
令
引
テ
吾
カ
子
ノ
死
ヌ
ル

所
ニ
遣
ハ
セ
同
シ
所
ニ
シ
テ
尸
ト
成
ラ
ム

ト
云
フ
ニ
王
深
ク
悲
テ
手
ツ
カ
ラ
二
人
ノ

親
ノ
手
ヲ
取
テ
引
テ
其
ノ
所
ニ
將
テ
至
ヌ

父
ハ
子
ノ
足
ヲ
懐
キ
母
ハ
頭
ヲ
懐
テ
各
〻

一
ツ
ノ
手
ヲ
以
テ
共
ニ
胸
ノ
箭
ヲ
引
ク

願
大
王
令
引
我
遣
吾
子
死
所
於
同
處
爲
骸

申
王
深
悲
手
自
取
二
人
手
引
將
至
其
所
父

懐
子
足
母
懐
頭
各
以
手
引
胸
失

〈
マ
マ
〉 

F

個人蔵

七　宝　文

は
は
ま
た
し
た
を
も
ち
て
そ
の
き
す
を
ね
ふ
り

て
い
は
く
○

子
カ
ハ
ク
ハと

く
の
け
み
な
く
ち
に
い
り
て
わ
れ

を
こ
ろ
し
て
こ
を
い
け
よ
我
は
と
し
お
い
め

し
ひ
に
た
り
か
な
ら
す
あ
ひ
か
は
り
て
し
な
む
と

い
ふ
又
ち
ち
は
ゝ
こ
ゑ
を
あ
け
て
よ
ひ
な
き
て

□（
い
）は

く
我
こ
は
け
う
し
な
り
佛
に
つ
か
へ

□（
ま
）つ

り
の
り
を
た
も
ち
そ
う
を
ゐ
や
ま
ひ
て

母
又
舌
ヲ
以
テ
其
ノ
疵
ヲ
祢
不
利
テ
云
ク

毒
ノ
氣
我
カ
口
ニ
入
テ
我
ヲ
殺
シ
テ
子
ヲ

生
ケ
ヨ
我
レ
ハ
年
老
目
盲
ヒ
ニ
タ
リ
必
ス

相
ヒ
替
テ
死
ナ
ム
ト
云
フ
又
父
母
音
ヲ
擧

テ
呼
ヒ
泣
テ
云
我
カ
子
ハ
孝
子
也
リ
仏
ニ

仕
リ
法
ヲ
持
チ
僧
ヲ
敬
マ
ヒ
ツ

母
又
以
舌
舐
其
疵
云
敬
白
三
世
佛
願
毒
氣

皆
入
我
口
殺
吾
殺
吾
生
五
子
吾
年
老
目
盲

必
相
替
死
云
又
父
母
揚
聲
叫
云
又
我
子
孝

子
事
佛
持
法
敬
僧

※
1
、　�　

切
B
・
E
は
、
実
見
し
確
認
し
た
。
そ
の
他
の
切
は
、
次
に
示
す
図
版
に
よ
り
確
認
し
た
。
切
A
小
松
茂
美
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
五
巻
（
一
九
九
三
年
、
講
談
社
）、
切
C
『
日
本
名
跡
叢

刊
』
91
（
一
九
八
五
年
、
二
玄
社
）、
切
F
『
ʼ74
日
本
書
芸
院
展
図
録 

特
別
展
観
・
古
筆
名
蹟
』（
一
九
七
四
年
、
日
本
書
芸
院
）

※
2
、　　

料
紙
表
面
の
糊
跡
の
有
無
は
図
版
で
も
お
お
よ
そ
の
見
当
が
つ
く
が
、
確
実
を
期
す
た
め
、
実
見
し
て
い
な
い
切
は
斜
線
に
し
た
。

※
3
、　　

切
E
は
、
本
稿
に
記
載
の
読
み
（
筆
者
に
よ
る
）
を
記
し
た
。
そ
れ
以
外
は
、『
諸
本
對
照 

三
寶
繪
集
成
』
小
泉
弘
・
高
橋
伸
幸
著
（
昭
和
五
五
年
六
月
、
笠
間
書
院
）
に
よ
っ
た
。

※
4
、　�　

※
3
に
同
じ
く
『
諸
本
對
照 

三
寶
繪
集
成
』
に
よ
る
。
こ
れ
は
、
原
本
ど
お
り
の
行
字
数
（
送
り
仮
名
も
同
様
）
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
表
で
は
、
行
送
り
に
留
意
せ
ず
、「
東
大
寺
切
」

に
対
応
す
る
本
文
を
抄
出
す
る
の
み
に
と
ど
め
た
。
二
つ
の
切
に
ま
た
が
る
漢
字
は
（　

）
で
記
し
た
。
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の
仮
定
が
で
き
る
。

　

前
章
で
記
述
し
た
、
図
15
に
お
い
て
a
＝
d
・
b
＝
c
が
成
り
立
つ
点
を
援
用
す

る
と
、
ど
ち
ら
の
仮
定
に
お
い
て
も
「
切
D
」
は
、「
切
A
」
ま
た
は
「
イ
ェ
ー
ル

大
学
所
蔵
切
（
切
E
）」
と
料
紙
文
様
が
同
じ
こ
と
に
な
り
、
花
菱
唐
草
文
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　

両
仮
定
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
の
判
断
基
準
に
、
粘
葉
本
解
体
に
よ
っ
て
現
れ
た
、

料
紙
折
り
目
部
分
の
糊
の
痕
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
（
切
E
）」

で
は
、
本
を
見
開
い
た
際
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
縦
長
の
折
跡
は
確
認
で
き
た
が
、
糊

跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
図
18
「（

（2
（

切
B
」
で
は
、
料
紙
表
面
の
左
端
折

り
目
部
分
に
糊
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
当
初
の
粘
葉
本
に
お
い
て
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
は
、
図
17

の
仮
定
2
の
よ
う
に
、「
切
C
・
D
・
E
・
F
」
と
で
も
と
一
枚
の
料
紙
で
あ
り
、

折
目
の
内
側
に
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
料
紙
文
様
の

組
み
合
せ
は
表
１
で
い
う
と
、
②
︱
4
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
図
19
の
糊
跡
を
観
察
す
る
と
、
粘
葉
本
時
の
糊
代
内
に
界
線
が
確
認
で
き
、

製
本
す
る
前
に
界
線
が
引
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
粘
葉
本
完
成
ま

で
た
ど
っ
た
順
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

①
料
紙
製
作
（
和
紙
の
表
裏
両
面
に
具
引
き
を
し
雲
母
刷
り
を
施
す
）

　
　

②
両
面
に
界
線
を
引
く

　
　

③
料
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、
粘
葉
本
に
製
本
す
る

　

と
こ
ろ
で
、
本
文
書
写
は
い
つ
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
①
と
②
の
間
と
し

た
ら
、
本
文
書
写
後
に
界
線
を
引
い
た
事
に
な
り
、
界
線
を
引
く
こ
と
の
意
味
、
ま

た
体
裁
よ
く
界
線
内
に
文
字
が
書
写
さ
れ
て
い
る
点
を
考
え
る
と
、
こ
れ
に
は
無
理

が
あ
る
。
よ
っ
て
、
②
と
③
の
間
、
も
し
く
は
③
以
後
の
④
と
な
ろ
う
。

　

粘
葉
本
は
、
二
つ
折
り
の
料
紙
を
重
ね
て
作
る
シ
ン
プ
ル
さ
か
ら
、
製
本
さ
れ
る

前
、
料
紙
一
枚
ご
と
に
本
文
を
書
写
し
、
全
て
書
き
終
え
て
か
ら
の
装
丁
が
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
製
本
後
に
本
文
の
書
写
も
可
能
で
あ
る
。
ど
の
過
程
で
本
文
が
書
写

さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
考
察
を
深
め
た
い
。

六　

お
わ
り
に

　

以
上
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
を
調
査
し
、「
東
大
寺
切
」
と
比
較
検
討
し
た

結
果
、
矛
盾
な
く
「
東
大
寺
切
」
の
一
つ
と
認
識
で
き
る
こ
と
を
顕
か
に
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
の
分
析
を
契
機
と
し
、「
東
大
寺
切
」「
名

博
本
」
と
先
行
研
究
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
判
明
し
た
こ
と
、
推

論
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
東
大
寺
切
」
は
、
過
去
に
重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
所
蔵
者

の
都
合
に
よ
り
、
今
日
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　

今
後
、
一
葉
で
も
多
く
散
佚
し
た
「
東
大
寺
切
」
が
発
見
さ
れ
、
最
も
古
い
と
さ

れ
る
こ
の
『
三
宝
絵
詞
』
の
全
容
が
詳
ら
か
に
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）		

『
名
古
屋
市
博
物
館
蔵　

三
宝
絵
』〈
解
説
・
翻
刻
版
〉（
平
成
元
年
、
名
古
屋
市
博

物
館
）
に
、
髙
橋
伸
幸
氏
に
よ
る
『
三
宝
絵
』（
冊
子
本
並
に
東
大
寺
切
）
残
存
一
覧

が
あ
り
、
十
七
頁
の
備
考
欄
に
「
エ
ー
ル
大
学
古
筆
手
鑑
」
の
記
載
が
あ
る
。

	

　

一
九
三
四
年
に
「
日
本
イ
ェ
ー
ル
協
会
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
寄
贈
さ
れ
た
際
、
同

時
に
送
ら
れ
た
英
文
の
冊
子
目
録
（CA

T
A
LO

G

）
のA

d1

手
鑑
帖
に
は
、
こ
の
一

葉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
注
釈
が
さ
れ
て
い
る
。M

inam
oto T

oshiyori

ʼs 
autograph. A

 

“Sanbo-e

” fragm
ent. T

his is one of the 

“celebrated auto-
graph fragm

ents

”, so called, or popularly know
n as 

“Todaiji fragm
ent

”  
and is highly valued am

ong collectors.
	

　

ま
た
、
朝
河
貫
一
博
士
が
一
九
四
五
年
に
新
た
に
作
成
し
た
目
録
（GIFT

S O
F 

T
H
E Y

A
LE  A

SSO
CIA

T
IO

N
 O

F  JA
PA

N

）
で
は
、5b.0

手
鑑
帖
に
お
い
て
、

次
の
注
釈
を
し
て
い
る
。T

o the right is a part of a prose com
position 
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（　 ） イェール大学所蔵『手鑑帖』所収、極札「源俊頼朝臣ねかはくは」の一葉について（和田）51

attributed to M
inam

oto T
oshiyori, courtier-poet of the early 12th 

ce ntury. A
n ext rem

ely ra re pi ece fr om
 th e fa m

ous co llection of 
autographs know

n as the 

“To-dai-zhi fragm
ents

”.
	

　

両
英
文
の
記
述
に
よ
る
と
、
日
本
か
ら
米
国
へ
渡
っ
た
当
時
か
ら
、「
東
大
寺
切
」

は
貴
重
で
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
2
）		

踊
り
字
は
字
数
に
加
え
な
か
っ
た
。

（
3
）		

同
行
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
技
術
専
門
職
員
・
村
岡
ゆ
か
り
氏
と
共
に
確
認

を
し
た
。

（
4
）		

同
行
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
・
松
澤
克
行
氏
と
共
に
確
認
を
し
た
。

（
5
）		

江
口
孝
夫
校
注
『
古
典
文
庫
64　

三
宝
絵
詞
（
上
）』（
一
九
八
二
年
、
現
代
思
潮
社
）

よ
り
抄
出
し
た
。
な
お
、
こ
の
刊
本
で
は
「
東
寺
観
智
院
本
」
が
底
本
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。

（
6
）		

『
日
本
名
跡
叢
刊
』
91
（
一
九
八
五
年
、
二
玄
社
）
解
説
に
よ
る
。
三
宝
絵
詞
の
伝

本
は
、
本
稿
で
あ
げ
た
三
種
を
指
す
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
研
究
者
に
よ
り
そ

の
呼
称
は
変
わ
る
。
例
え
ば
「
前
田
家
本
」
で
は
、「
前
田
本
」
や
「
尊
經
閣
本
」
と

い
う
具
合
で
あ
る
。

（
7
）		

山
田
孝
雄
著
『
三
寶
繪
略
注
』（
昭
和
二
十
六
年
、
寶
文
館
）
四
二
三
頁
。
お
よ
び

春
日
和
男
「
草
仮
名
に
よ
る
字
音
表
記
─
三
宝
絵
詞
東
大
寺
切
の
場
合
─
」『
文
學
研

究
』
第
五
十
八
輯
（
昭
和
三
十
四
年
七
月
、
九
州
大
学
文
学
部
）
三
三
頁
下
段
。

（
8
）		

「
東
大
寺
切
」
は
古
く
か
ら
、
成
立
当
時
は
粘
葉
本
で
あ
っ
た
と
多
く
の
文
献
で
記

述
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
取
り
上
げ
た
、
山
本
裕
子
・
神
山
浩
「『
三
宝
絵
』（
保

安
元
年
書
写
本
）
の
書
誌
と
用
字
・
書
体
に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀

要
』
第
十
巻
（
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
に
お
い
て
、
原
装
の
復
元
が
可
能
な
根
拠
を

示
し
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）		

髙
橋
宏
幸
氏
は
、
諸
出
版
物
お
よ
び
、
未
見
で
あ
る
「
入
札
目
録
」
等
へ
の
掲
載

を
含
め
る
と
、
一
〇
九
葉
の
「
東
大
寺
切
」
を
確
認
し
て
い
る
。「『
三
宝
絵
』
東
大

寺
切
翻
字
解
釈
三
題
」『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要 

第
68
集
』（
二
〇
〇
八
年
三
月
）

一
五
〇
頁
上
段
。

（
10
）		

前
掲
注
（
6
）。
六
七
、
六
八
頁
。

（
11
）		

前
掲
注
（
6
）。
六
八
頁
。
多
く
の
先
行
研
究
で
、「
東
大
寺
切
」
の
料
紙
の
文
様

は
本
稿
で
述
べ
た
三
種
類
と
し
て
い
る
が
、
小
泉
弘
・
高
橋
伸
幸
著
『
諸
本
對
照 

三

寶
繪
集
成
』（
昭
和
五
五
年
、
笠
間
書
院
）
凡
例
に
、「
料
紙
は
、
白
胡
粉
地
に
菱
唐
草
・

龜
甲
・
七
寶
・
芥
子
等
々
の
模
様
を
…
」
と
「
芥
子
」
の
文
様
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。

ま
た
、
安
田
尚
道
氏
も
同
様
に
、「
そ
の
模
様
に
は
、
菱
唐
草
・
七
宝
・
亀
甲
・
芥
子

な
ど
が
あ
る
」
と
言
及
し
て
い
る
。「『
三
宝
絵
詞
』
東
大
寺
切
と
そ
の
本
文
（
一
）」

『
青
山
語
文
』
第
十
一
号
（
一
九
八
一
年
）
二
四
頁
。
安
田
氏
は
、
文
献
や
入
札
目
録

の
図
版
を
も
と
に
判
断
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
切
の
所
在
は
現
在
不
明
で
、

実
見
に
よ
る
確
認
が
難
し
い
。
今
後
の
新
た
な
発
見
と
研
究
を
待
ち
た
い
。

（
12
）		

「
名
博
本
」
の
、
遊
紙
に
用
い
ら
れ
た
唐
紙
の
文
様
は
花
菱
唐
草
文
で
あ
る
が
、
後

補
の
も
の
と
思
わ
れ
、
本
文
料
紙
の
花
菱
唐
草
文
と
は
文
様
が
違
っ
て
い
る
。
前
掲

注
（
8
）
の
論
考
三
頁
上
段
。

（
13
）		

小
松
茂
美
編
『
二
玄
社
版　

日
本
書
道
辞
典
』
見
出
し
〈
和
製
唐
紙
〉
に
よ
る
と
、

「
舶
載
の
中
国
北
宋
製
唐
紙
に
対
し
て
、
そ
の
製
法
を
模
倣
し
て
わ
が
国
で
作
ら
れ
た

唐
紙
を
総
称
し
て
い
う
。
紙
質
に
お
い
て
、
中
国
製
が
竹
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、

和
製
は
楮
質
の
た
め
、
加
工
が
し
や
す
く
、
雲
母
文
様
も
細
か
く
、
鋭
い
。」
と
あ
る
。

（
14
）		

前
掲
注
（
1
）『
名
古
屋
市
博
物
館
蔵　

三
宝
絵
（
解
説
・
翻
刻
版
）』
に
お
い
て
、

小
泉
弘
氏
に
よ
る
解
説
「
本
書
に
お
け
る
書
き
込
み
の
こ
と
な
ど
」
に
詳
し
い
記
述

が
あ
る
。

（
15
）		

春
日
和
男
氏
は
、
漢
字
は
こ
の
「
我
」
の
他
に
、「
見
」「
思
」「
返
」「
事
」「
道
」

等
が
使
用
度
が
高
い
と
述
べ
て
い
る
。「
三
寶
繪
詞
東
大
寺
切
管
見
─
主
と
し
て
關
戸

家
冊
子
と
觀
智
院
本
と
の
比
較
に
よ
る
─
」『
國
語
國
文
』
第
二
十
七
巻
第
十
一
號
一

〇
七
頁
下
段
。

（
16
）		

春
日
和
男
氏
は
「
名
博
本
」
を
翻
刻
す
る
際
、
漢
字
体
に
近
い
草
仮
名
を
漢
字
で

表
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
殊
な
字
母
を
も
つ
仮
名
も
無
く
、
簡
易
な
く
だ
け
た
書

き
ぶ
り
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。「
三
宝
絵
詞
東
大
寺
の
研
究
─
関
戸
家
冊
子
の
本

文
と
用
字
─
」『
九
州
大
学
文
学
部
創
立
四
十
周
年
記
念
論
文
集
』（
昭
和
四
十
一
年
）

八
一
三
、
八
六
〇
頁
。

（
17
）		

馬
淵
和
夫
氏
は
、
平
安
時
代
の
平
仮
名
の
字
母
で
、
実
用
的
・
一
般
的
な
も
の
が

「
女
手
」、
芸
術
的
・
特
殊
的
な
も
の
を
「
草
仮
名
」
と
い
う
見
解
を
し
て
い
る
。「
三

宝
絵
詞
の
草
稿
本
、
東
大
寺
切
・
関
戸
本
に
つ
い
て
」『
説
話
』
第
9
号
（
一
九
九
一
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年
三
月
）

（
18
）		
出
雲
路
通
次
郎
氏
は
『
落
葉
集
』（
大
正
十
四
年
、
博
文
堂
）
解
説
に
お
い
て
、
当

時
、
奈
良
県
・
玉
井
久
次
郎
氏
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
の
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
切
」
に

つ
い
て
、「
禿
筆
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
。

（
19
）		

「『
三
宝
絵
詞
』
東
大
寺
切
と
そ
の
本
文
（
一
）」『
青
山
語
文
』
第
十
一
号
（
一
九

八
一
年
）
二
十
六
頁
上
段
。
ま
た
、
前
掲
注
（
8
）
の
論
考
三
頁
下
段
に
、「
本
来
の

料
紙
の
表
裏
を
は
が
し
た
上
、
後
補
の
料
紙
と
貼
り
合
せ
る
と
い
う
手
の
込
ん
だ
改

修
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
の
記
述
も
あ
り
、「
名
博
本
」
で
の
「
相
剥
ぎ
」
の
事
実
が

確
認
さ
れ
た
。

（
20
）		

現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
三
年
十
月
熟
覧
の
機

会
を
い
た
だ
い
た
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
、
日
本
学
士
院
所
蔵
『
群
鳥
蹟
』
の

採
訪
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
架
蔵
が
あ
り
、
図
版
へ
は
こ
れ
を
利
用
し
た
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
近
藤
成
一
教
授
に
ご
教

示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
。
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